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１．東アジアの繁栄を⽀えたもの
• 東アジア、1980年代後半以降、機械産業を中⼼とする国際的⽣

産ネットワーク（IPNs）を展開、”Factory Asia”を実現した。
• 「政冷経熱」
• 発展途上国：急速な経済成⻑と貧困撲滅を達成。
• ⽇本・⽇本企業にとっても競争⼒の源泉に。

• 背景に「ルールに基づく国際貿易秩序」があった。
• 世界貿易機関（WTO）

• 域外輸出に際してのMFN、紛争解決、国際ルール⼀般
• 地域経済統合（RTAs）

• 貿易・投資の⾃由化・円滑化

• ASEAN中⼼性（centrality）の意味
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２．COVID-19以前から始まっていた混乱
• 実体経済のグローバリゼーションのさらなる進⾏
• 世界はまだフラットではない。グローバリゼーションの余地。技術⾰新。

• ⼀⽅で、グローバリゼーションに逆⾏する政治的・地政学的な動き
• ⼀部先進国における反グローバリズムの隆盛
• 背景に中国をはじめとする新興国の台頭
• 狭義の通商問題を超える⽶中貿易戦争

• 「ルールに基づく国際貿易秩序」に揺らぎ
• ⽶トランプ政権の貿易政策、⽶中貿易戦争、．．．
• 貿易政策と安全保障・地政学的戦略とのリンク
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３．メガFTAsに期待された役割
• FTAs網形成からメガFTAsへ
• ⾼いレベルの貿易・投資の⾃由化・円滑化
• 国際ルール作り（bottom-up approach）
• 政策リスクの減少、安定性・予測可能性の確保

• CPTPP成⽴の意味
• 当⾯は⽶国抜き、⾃由貿易を志向するmiddle powerのcoalition
• ASEAN統合、RCEP等への影響は？
• アジアとEUの連携、メガFTAsのハブ
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４．COVID-19がもたらしたもの
• 東アジア、感染抑制については⽐較的成功。

• GDP、貿易額はほとんどの国で５⽉にbottom out。しかし今後も、⼈の移動制限
は容易に外せず、また先進国発の負の需要ショックも⼤きい。

• 機械産業を中⼼とするIPNsは今のところ⽣産能⼒を維持。引き続き注視が必要。
• 運輸、流通、観光、労働送⾦は⼤打撃。貧困問題とのリンク。
• マクロ経済、さらには政治の安定は保たれるのか？

• ⽶中対⽴等、さらに深刻化。
• Decouplingの進⾏、どこまで？⽶⼤統領選後も続く⾒込み。

• EUのgreen shift。
• ⽶⺠主党政権が誕⽣すると、東アジアのエネルギー政策も⼤きな⾒直しをせまら

れるか？
• WTOのさらなる弱体化。
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５．東アジアと⽇本：今後の課題
• IPNsを中核とするFactory Asiaモデル、さらなる発展の可能性はあ

るのか？
• COVID-19によって加速されるデジタル・トランスフォーメーショ

ンに遅れをとらないためにはどうすればよいのか？

• ⽶中のdecouplingはどこまで進むのか？（業種、国・企業）
• “Security issues”はどこまで貿易・投資に踏み込んでくるのか？

• メガFTAsのハブとなることによって、どれだけの安定性・予測可能
性が確保できるのか？
• WTO改⾰のために果たすべき役割は何か？
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